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国
鉄
闘
争

全
国
運
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６・５
全
国
集
会

６
月
５
日（
日
）13
時
（
正
午
開
場
）

江
戸
川
区
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

　
６
月
５
日
、
東
京
・
江
戸
川
区
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
国
鉄
闘
争
の
全

国
集
会
を
開
催
し
ま
す
。
闘
う
労
働
組
合

の
再
生
を
か
け
た
正
念
場
の
時
代
で
す
。

労
働
運
動
に
心
を
寄
せ
る
す
べ
て
の
人
び

と
に
本
集
会
へ
の
参
加
を
訴
え
ま
す
。

　
安
倍
政
権
の
手
で
戦
後
労
働
法
制
が
根

底
か
ら
解
体
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

戦
争
法
強
行
・
改
憲
へ
の
突
進
と
一
対
を

な
す
攻
撃
で
す
。
そ
の
正
体
は
「
正
社
員

ゼ
ロ
・
解
雇
自
由
」
社
会
を
生
み
出
そ
う

と
す
る
雇
用
・
労
働
政
策
の
歴
史
的
転
換
、

労
資
関
係
に
お
け
る
改
憲
攻
撃
で
す
。

　
社
会
保
障
、
医
療
、
教
育
な
ど
、
人
が

生
き
て
ゆ
く
の
に
必
要
な
術
を
煮
え
た
ぎ

る
競
争
原
理
の
中
に
突
き
落
と
し
、
破
壊

し
て
暴
れ
回
る
攻
撃
で
す
。

　
昨
秋
、「
１
９
８
５
年
以
来
の
大
転
換
」

と
言
わ
れ
る
労
働
者
派
遣
法
改
悪
が
強
行

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
常
識
を
覆
す

も
の
で
し
た
。
臨
時
的
・
一
時
的
業
務
に

限
り
導
入
で
き
る
働
き
方
と
さ
れ
て
い
た

「
派
遣
」
を
例
外
で
は
な
く
し
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。
企
業
は
３
年
ご
と
に
人
を
入

れ
替
え
れ
ば
永
遠
に
派
遣
労
働
者
を
使
い

続
け
ら
れ
る
。
逆
に
す
べ
て
の
派
遣
労
働

者
も
「
限
定
社
員
」
と
し
て
無
期
雇
用
に

な
る
と
い
う
の
で
す
。
規
制
改
革
会
議
で

は
「
そ
の
際
、
処
遇
を
変
え
な
い
と
い
う

考
え
方
が
し
っ
か
り
と
根
底
に
あ
る
」
と

確
認
さ
れ
て
お
り
、
非
正
規
職
と
ま
っ
た

く
同
じ
超
低
賃
金
の
「
正
社
員
」
で
す
。

　
し
か
も
「
職
務
、
勤
務
地
、
労
働
時
間

が
限
定
さ
れ
た
正
社
員
」
と
定
義
さ
れ
て

い
ま
す
。
仕
事
や
職
場
が
消
滅
す
れ
ば
自

動
的
に
解
雇
。「
正
社
員
ゼ
ロ
・
解
雇
自
由
」

が
社
会
の
原
理
に
な
る
。
こ
れ
が
安
倍
政

権
の
「
労
働
市
場
改
革
」
で
す
。

　
こ
れ
は
、
戦
後
最
大
の
労
働
運
動
解
体

攻
撃
と
し
て
１
９
８
７
年
に
強
行
さ
れ
た

国
鉄
分
割
・
民
営
化
攻
撃
を
社
会
全
体
に

拡
大
す
る
攻
撃
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤

回
闘
争
の
旗
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
く
掲

げ
、
こ
の
現
実
に
反
撃
を
開
始
し
ま
す
。

集
会
へ
の
結
集
を
呼
び
か
け
ま
す
。

２
千
万
非
正
規
労
働
者
を
殺
す
な！

者
が
３
年
で
使
い
捨
て
ら
れ

る
！
　

　
さ
ら
に
猛
威
を
ふ
る
う
攻

撃
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
非

正
規
で
５
年
以
上
継
続
し
て

働
い
た
者
を
無
期
雇
用
に
転

換
す
る
労
働
契
約
法
を
逆
手

に
と
り
、
あ
ら
ゆ
る
企
業
が

非
正
規
雇
用
の
上
限
を
５
年

と
す
る
就
業
規
則
を
導
入
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
ん

な
こ
と
を
許
し
た
ら
労
働
者

の
権
利
は
地
に
堕
ち
ま
す
。

　
し
か
も
選
別
を
く
ぐ
っ
た

５年で雇い止めの就業規則改悪を許すな（４月２０日　ＪＲ千葉鉄道サービス本社前＝記事２面）

国鉄１０４７名解雇撤回！
改憲―雇用・労働破壊に反撃を！

解
雇
撤
回 

国
鉄
新
署
名
ス
タ
ー
ト

（
東
京
都
江
戸
川
区
中
央
４
―
14
―
１
）



ライフサイクル強制配転にストライキで闘う動労水戸

春闘ストを決行した動労総連合・新潟（新潟駅前）

広島印刷事業所廃止に反対しストに突入する動労西日本

出向解除で仕事を奪う攻撃を弾劾しＣＴＳ就業規則改定阻止のストライキ（３月 11 日）

　
さ
ら
に
Ｊ
Ｒ
西
日
本
で
闘
っ
て
い

る
動
労
西
日
本
は
、
広
島
印
刷
事
業

所
、
福
知
山
駅
、
吹
田
総
合
車
両
所

奈
良
支
所
の
３
カ
所
で
春
闘
ス
ト
を

決
行
し
ま
し
た
。

　
動
労
総
連
合
は
、北
海
道
や
九
州
、

北
陸
で
も
新
た
な
労
働
組
合
や
準
備

組
織
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
熊
本
地
震
で
は
自
治
体
労
働
者
の

不
足
で
支
援
物
資
が
届
か
な
い
事
態

と
な
り
、
安
倍
政
権
は
川
内
原
発
の

運
転
を
続
け
て
い
ま
す
。
動
労
総
連

合
・
九
州
は
「
熊
本
大
震
災
現
地
救

援
本
部
」を
設
置
し
て
声
明
を
発
し
、

熊
本
現
地
に
支
援
物
資
を
も
っ
て
駆

け
つ
け
て
い
ま
す
。

ソ
ウ
ル
市
庁
舎
前
の
民
主
労
総
全
国
労
働
者
大
会
（
１
月
30
日
）　
　
労
働
法
改
悪
案
撤
回
を
掲
げ
た
パ
リ
の
学
生
デ
モ
（
３
月
31
日
）

国鉄闘争全国運動６・５全国集会（３） （２）

　
動
労
千
葉
（
国
鉄
千
葉
動
力
車
労

働
組
合
）
は
、
16
春
闘
で
「
大
幅
賃

上
げ
獲
得
、
外
注
化
阻
止
、
非
正
規

職
撤
廃
」「
Ｊ
Ｒ
千
葉
鉄
道
サ
ー
ビ

ス
株
式
会
社
（
Ｃ
Ｔ
Ｓ
）
就
業
規
則

改
悪
粉
砕
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
２
波

の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
闘
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
千
葉
支
社
内
の
駅
・
車
両
の

清
掃
や
車
両
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
を

請
け
負
う
グ
ル
ー
プ
会
社
の
Ｃ
Ｔ
Ｓ

は
、労
働
契
約
法
の
５
年
ル
ー
ル（
無

期
転
換
申
込
権
）
を
悪
用
し
、
有
期

雇
用
で
働
く
労
働
者
全
員
に
「
雇
用

契
約
の
上
限
は
５
年
」
と
通
告
し
、

無
期
転
換
に
あ
た
っ
て
選
別
試
験
を

課
し
、
あ
わ
せ
て
月
給
制
賃
金
を
時

給
制
に
変
更
す
る
就
業
規
則
改
悪
を

強
行
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。

　
動
労
千
葉
は
、
Ｃ
Ｔ
Ｓ
で
働
く
組

合
員
を
先
頭
に
こ
の
事
実
を
暴
き
、

各
事
業
所
に
オ
ル
グ
に
回
り
、
文
字

ど
お
り
全
社
員
の
怒
り
の
声
を
組
織

全国のＪＲ職場で春闘ストライキ
５
年
雇
止
め
制
度
粉
砕
へ

千葉鉄道
サービス

就
業
規
則
改
定
４
・
１
実
施
を
阻
む

今こそストライキと労働組合を復権させよう！　闘いこそが労働者の状況を転換させる！

　
全
国
各
地
の
Ｊ
Ｒ
職
場
で
闘
う
動

労
総
連
合
が
登
場
し
、
ス
ト
ラ
イ
キ

で
闘
っ
て
い
ま
す
。

　
被
曝
労
働
拒
否

　
動
労
水
戸
は
、
３
・
11
原
発
事
故

か
ら
５
年
、
安
倍
政
権
の
進
め
る
帰

還
強
制
と
福
島
第
１
原
発
か
ら
２
・

５
㌔
の
位
置
を
走
る
常
磐
線
の
全
線

開
通
、
原
発
再
稼
働
に
反
対
し
て
、

被
曝
労
働
拒
否
を
闘
っ
て
い
ま
す
。

動
労
水
戸
の
闘
い
は
、
原
発
収
束
作

業
に
従
事
す
る
原
発
労
働
者
と
の
連

帯
も
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
動
労
水
戸
は
青
年
運
転

士
を
駅
に
強
制
配
転
す
る
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
制
度
に
反
対
し
て
３
波
の
ス

ト
ラ
イ
キ
を
闘
い
ま
し
た
。

　
不
当
解
雇
撤
回

　
動
労
総
連
合
・
新
潟
は
３
月
17
日
、

グ
ル
ー
プ
会
社
の
新
潟
鉄
道
サ
ー
ビ

ス
に
お
け
る
非
正
規
労
働
者
の
不
当

解
雇
撤
回
を
要
求
し
て
地
域
一
般
労

組
と
共
に
新
潟
駅
と
Ｊ
Ｒ
貨
物
東
新

潟
機
関
区
、
郵
便
局
な
ど
４
職
場
で

ス
ト
ラ
イ
キ
を
闘
い
抜
き
ま
し
た
。

　
動
労
福
島
は
３
月
24
日
、
郡
山
総

合
車
両
セ
ン
タ
ー
業
務
外
注
化
反
対

の
指
名
ス
ト
を
決
行
し
ま
し
た
。

籠
原
駅
炎
上
事
故

　
動
労
連
帯
高
崎
は
、
３
月
15
日
の

Ｊ
Ｒ
高
崎
線
・
籠
原
駅
の
送
電
設
備

出
火
・
火
災
事
故
を
引
き
起
こ
し
た

合
理
化
を
徹
底
追
及
し
、
清
掃
職
場

の
大
幅
賃
上
げ
と
労
働
条
件
改
善
を

闘
っ
て
い
ま
す
。

　
列
車
の
清
掃
業
務
を
請
け
負
う
東

日
本
環
境
ア
ク
セ
ス
で
働
く
青
年
労

働
者
を
中
心
に
つ
く
ら
れ
た
動
労
神

奈
川
は
、
青
年
労
働
者
の
解
雇
撤
回

闘
争
を
闘
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
体
制
崩
壊
と

闘
う
労
働
組
合
を

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
３
月
28
日
、
新
幹

線
開
業
の
華
や
か
な
祝
賀
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
陰
で
、
過
去
最
悪
で
あ
る

１
７
５
億
円
も
の
計
上
赤
字
を
見
込

む
２
０
１
６
年
度
事
業
計
画
を
発
表

し
ま
し
た
。
新
幹
線
開
業
か
ら
わ
ず

か
２
日
後
の
こ
と
で
す
。

　「
残
さ
れ
た
時
間
は
少
な
い
。
北

海
道
拓
殖
銀
行
の
二
の
舞
に
な
ろ
う

と
し
て
い
る
」

　
こ
れ
は
Ｊ
Ｒ
北
海
道
再
生
推
進
委

員
会
が
出
し
た
報
告
書
に
書
か
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
倒

産
の
危
機
に
瀕
し
、
ロ
ー
カ
ル
線
の

全
面
的
な
廃
止
攻
撃
が
始
ま
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
四
国
、
九
州
、

貨
物
も
同
じ
状
況
で
す
。

　
Ｊ
Ｒ
の
安
全
が
崩
壊
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
脱
線
転
覆
・
電
化
柱
倒

壊
・
駅
炎
上
な
ど
重
大
事
故
が
後
を

断
ち
ま
せ
ん
。

　
外
注
化
が
原
因

　
保
線
・
電
力
・
信
号
通
信
・
車
両

検
修
な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
を

丸
ご
と
外
注
化
し
ま
く
っ
た
こ
と
が

事
故
続
発
の
原
因
で
す
。

　
鉄
道
業
務
を
何
百
も
の
会
社
に
バ

ラ
バ
ラ
に
外
注
化
し
て
し
ま
っ
た
結

果
、
誰
も
責
任
を
と
る
者
が
居
な
い

無
責
任
体
制
が
蔓ま
ん
え
ん延

し
た
の
で
す
。

さ
ら
に
、
鉄
道
技
術
者
の
養
成
が
放

棄
さ
れ
、
技
術
継
承
が
崩
壊
し
ま
し

た
。
も
は
や
簡
単
に
は
修
復
し
よ
う

も
な
い
安
全
の
深
刻
な
崩
壊
に
行
き

着
い
た
の
で
す
。

　
国
鉄
分
割
・
民
営
化
は
明
ら
か
に

失
敗
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
Ｊ
Ｒ
は
そ
れ
で
も
な
お

「
分
割
・
民
営
化
を
果
た
し
た
国
鉄

改
革
の
よ
う
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

や
る
」
と
言
っ
て
、
外
注
化
の
さ
ら

な
る
拡
大
に
突
き
進
も
う
と
し
て
い

ま
す
。

　
絶
対
に
許
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
私
た
ち
は
「
国
鉄
分
割
・
民
営
化

絶
対
反
対
、
解
雇
撤
回
、
外
注
化
粉

砕
・
非
正
規
職
撤
廃
」
を
訴
え
て
、

労
働
運
動
の
再
生
を
め
ざ
し
て
闘
い

続
け
ま
す
。

し
ま
し
た
。
職
場
に
は
何
も
知
ら
せ

な
い
ま
ま
妥
結
し
よ
う
と
し
て
い
た

御
用
組
合
の
幹
部
も
激
し
い
怒
り
の

声
の
前
に
反
対
せ
ざ
る
を
え
な
い
状

況
を
つ
く
り
出
し
た
の
で
す
。

　
３
月
11
日
、
17
日
に
は
「
Ｃ
Ｔ
Ｓ

就
業
規
則
改
悪
阻
止
、
非
正
規
職
撤

廃
！
」
を
掲
げ
、
Ｊ
Ｒ
本
体
の
組
合

員
が
２
波
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
立
ち
上

が
り
、
４
月
１
日
実
施
を
断
念
さ
せ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
６
千
万
労
働
者
の
未
来

の
か
か
っ
た
闘
い
で
す
。
安
倍
政
権

は
、
労
働
契
約
法
や
改
悪
派
遣
法
を

雇
用
破
壊
の
武
器
に
し
て
、「
正
社

員
ゼ
ロ
・
解
雇
自
由
」
社
会
を
つ
く

ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
同
じ
攻

撃
が
あ
ら
ゆ
る
産
業
・
企
業
で
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
動
労
千
葉
は
、
16
年
に
及
ぶ
外
注

化
阻
止
・
非
正
規
職
撤
廃
闘
争
の
中

で
、
労
働
者
を
非
正
規
職
に
突
き
落

と
し
て
い
く
過
程
に
対
し
、
Ｊ
Ｒ
本

体
の
組
合
員
が
非
妥
協
的
に
闘
い
を

挑
む
こ
と
を
通
し
て
、
正
規
と
非
正

規
の
団
結
、
Ｊ
Ｒ
と
グ
ル
ー
プ
会
社

の
労
働
者
の
団
結
を
つ
く
り
あ
げ
て

ゆ
く
新
た
な
闘
い
の
路
線
を
確
立
し

ま
し
た
。
Ｃ
Ｔ
Ｓ
雇
用
形
態
改
悪
反

対
の
闘
い
で
も
そ
の
力
が
発
揮
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
新
自
由
主
義
攻

撃
を
打
ち
破
り
、
労
働
運
動
の
現
状

を
変
革
す
る
可
能
性
を
秘
め
た
新
た

な
挑
戦
で
す
。

　
Ｃ
Ｔ
Ｓ
は
秋
ま
で
に
再
び
雇
用
形

態
改
悪
強
行
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
勝

負
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

　
動
労
千
葉
は
、〈
こ
れ
は
国
鉄
分

割
・
民
営
化
以
来
の
社
会
の
大
転
換

を
狙
う
攻
撃
だ
。
こ
の
闘
い
を
あ
ら

ゆ
る
産
別
で
組
織
す
る
こ
と
の
中
に

こ
そ
労
働
運
動
再
生
の
可
能
性
が
あ

る
〉
と
訴
え
て
い
ま
す
。

外
注
化
・
非
正
規
化
・
被
曝
労
働
と
の
闘
い

動
労
総
連
合 

各
地
で
ス
ト

〝
12
万
円
で
は
生
活
で
き
な
い
〟Ｃ 

Ｔ 

Ｓ

本
社
抗
議

　
Ｊ
Ｒ
千
葉
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
（
Ｃ
Ｔ

Ｓ
）
の
進
め
る
就
業
規
則
の
改
悪
は

完
全
な
違
法
・
脱
法
行
為
で
す
。

　
社
長
は
「
事
業
所
の
み
な
さ
ん
が

心
血
を
注
い
で
仕
事
を
し
て
会
社
は

成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
」
と
言
っ
て

い
る
。
だ
っ
た
ら
賃
金
も
上
げ
ろ
。

５
年
で
雇
い
止
め
な
ん
て
や
る
ん

じ
ゃ
な
い
。

　
自
分
た
ち
は
Ｊ
Ｒ
か
ら
の
天
下
り

で
専
務
や
部
長
に
な
っ
て
い
る
。
そ

ん
な
の
が
10
人
も
20
人
も
い
る
。
そ

う
い
う
金
が
あ
る
な
ら
Ｃ
Ｔ
Ｓ
で
働

く
人
た
ち
に
賃
金
を
払
え
。

　
Ｃ
Ｔ
Ｓ
の
社
内
報
に
「
人
権
と
は

人
間
が
人
間
ら
し
く
幸
せ
に
生
き
て

い
く
た
め
の
権
利
」と
書
い
て
あ
る
。

手
取
り
12
万
円
の
給
料
で
生
活
が
で

き
る
か
。
重
役
た
ち
は
１
千
万
円
以

上
も
ら
っ
て
る
ん
で
し
ょ
う
け
ど
、

会
社
を
支
え
て
い
る
人
た
ち
は
生
き

て
い
く
の
で
精
一
杯
な
ん
で
す
よ
。

　
そ
れ
を
５
年
で
雇
い
止
め
と
か
手

当
削
減
な
ど
許
さ
れ
て
い
い
わ
け
が

あ
り
ま
せ
ん
。
絶
対
に
就
業
規
則
改

悪
を
粉
砕
し
ま
し
ょ
う
。

　
安
倍
政
権
の
成
長
戦
略
の
柱
で
あ
る
「
雇
用
改
革
」
は
、
労

働
コ
ス
ト
を
削
減
し
て
国
際
競
争
力
を
強
め
る
こ
と
で
す
。
派

遣
労
働
を
全
面
解
禁
し
、
限
定
社
員
制
度
を
導
入
し
、
労
働
時

間
規
制
を
撤
廃
し
、
正
社
員
ゼ
ロ
化
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
世
界
的
な
恐
慌
―
長
期
不
況
の
深
刻
化
と
国
際
競
争
の
激
化

の
中
で
労
働
法
制
改
悪
―
雇
用
破
壊
・
賃
金
破
壊
が
世
界
中
で

拡
大
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
同
時
に
ゼ
ネ
ス
ト
な
ど
労
働
者
の

闘
い
も
ま
た
世
界
中
で
燃
え
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
韓
国
パ
ク
政
権
与
党
が
惨
敗

　
韓
国
で
は
１
月
、
パ
ク
ク
ネ
政
権
が
、
業
績
評
価
を
口
実
に

思
い
の
ま
ま
に
労
働
者
を
解
雇
で
き
る
「
低
成
果
者
解
雇
制
」

の
導
入
と
、
労
働
者
の
同
意
な
し
で
も
就
業
規
則
の
変
更
に
よ

る
労
働
条
件
の
切
り
下
げ
を
可
能
に
す
る
二
つ
の
指
針
（
政
府

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
を
一
方
的
に
施
行
し
ま
し
た
。

　
韓
国
の
労
働
組
合
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
民
主
労
総

（
約
80
万
人
）
は
、
１
月
25
日
か
ら
一
斉
に
無
期
限
ス
ト
に
突

入
し
、
パ
ク
政
権
与
党
は
４
月
13
日
の
総
選
挙
で
第
１
党
か
ら

転
落
す
る
大
敗
北
を
喫
し
ま
し
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
で
は
３
月
31
日
、
労
働
法
制
改
悪
に
反
対
す
る
ス

ト
ラ
イ
キ
や
デ
モ
が
１
２
０
万
人
の
規
模
で
力
強
く
闘
わ
れ
ま

し
た
。
整
理
解
雇
や
労
働
時
間
規
制
の
緩
和
、
非
正
規
雇
用
の

拡
大
な
ど
に
対
し
て
非
常
事
態
宣
言
を
打
ち
破
っ
て
「
こ
の
ま

ま
で
は
私
た
ち
の
未
来
は
大
変
な
こ
と
に
な
る
」
と
フ
ラ
ン
ス

全
土
の
若
者
が
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
世
界
中
で
労
働
法
制
改
悪
に
怒
り
の
ゼ
ネ
ス
ト
が
燃
え
上

が
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
昨
年
、
安
保
・
戦
争
法
案
の
制
定

に
対
し
て
国
会
前
に
連
日
十
数
万
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
安
倍

政
権
の
労
働
法
制
改
悪
に
対
し
日
本
で
も
闘
い
を
！

世
界
で
燃
え
広
が
る
ゼ
ネ
ス
ト

労
働
改
悪
に
反
対
し
フ
ラ
ン
ス
全
土
で

120
万
人

山
田 

護
（
動
労
千
葉
幕
張
支
部
長
）



  

鈴
木
達
夫
（
弁
護
士
）

　
安
倍
首
相
は
改
憲
を
緊
急
事
態

条
項
の
新
設
か
ら
始
め
る
と
言
い

出
し
ま
し
た
。
憲
法
停
止
で
す
。

ナ
チ
ス
が
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
を

葬
っ
た
の
と
同
じ
手
口
で
す
。

　
７
月
参
院
選
は
改
憲
を
め
ぐ
る

本
番
で
す
。
私
は
、
改
憲
絶
対
反

対
を
訴
え
て
立
候
補
す
る
こ
と
を

決
断
し
ま
し
た
。
日
本
の
人
民
が

戦
後
70
年
つ
ち
か
っ
て
き
た
「
戦

争
絶
対
反
対
」
を
体
現
し
て
闘
う

決
意
で
す
。

　
ど
う
す
れ
ば
安
倍
政
権
を
倒
せ

る
か
。
労
働
者
の
団
結
、
ス
ト
ラ

イ
キ
の
力
で
す
。
今
こ
そ
労
働
組

合
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
資
本
の

言
い
な
り
の
組
合
幹
部
を
打
倒
し

て
労
働
者
の
利
益
を
本
当
に
代
表

す
る
労
働
組
合
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
労
働
者
の
団
結
こ
そ
戦
争
と
改

憲
を
阻
止
す
る
力
で
あ
り
、
非
正

規
職
を
撤
廃
し
て
貧
困
を
な
く
す

力
で
す
。
６
・
５
集
会
へ
の
結
集

を
訴
え
ま
す
。（
国
鉄
闘
争
全
国

運
動
呼
び
か
け
人
）

（４）国鉄闘争全国運動６・５全国集会

✿国鉄闘争全国運動呼びかけ人（故人含む）
阿部宗悦（女川原発反対同盟）
伊藤　晃（日本近代史研究者）
入江史郎（スタンダード・ヴァキューム石油自主労働組合委員長）
宇都宮理（愛媛県職員労働組合委員長）
大和田幸治（全国金属機械労働組合港合同事務局長）
大野義文（元安芸労働基準監督署長）
鎌倉孝夫（経済学者・埼玉大学名誉教授）
北原鉱治（三里塚芝山連合空港反対同盟事務局長）
鬼頭宏一（島根大学名誉教授）
金　元重（韓国労働運動史研究家）
清井礼司（弁護士）
高　英男（全日本建設運輸連帯労組関西地区生コン支部副委員長）
河野晃興（自交総連ＳＫさくら交通労働組合執行委員長）
佐藤功一（元国労横浜支部執行委員・国労新鶴見操車場分会長）
柴田和夫（元日本交通労働組合委員長）
清水雅彦（日本体育大学教授）
鈴木達夫（弁護士・法政大学弾圧裁判弁護団長）
清野和彦（元福島県教職員組合委員長）
手嶋浩一（元国労九州本部書記長）
高山俊吉（弁護士・憲法と人権の日弁連をめざす会代表）
中江昌夫（元国鉄動力車労働組合副委員長）
中西五洲（元全日自労委員長）
西田　節（元総評オルグ・東部一般統一労働組合委員長）
葉山岳夫（弁護士・動労千葉顧問弁護団長）
花輪不二男（世田谷地区労働組合協議会顧問）
堀井克幸（札幌圏連帯労働組合執行委員長）
前嶋　登（富士地区労働組合会議議長・元全日建中央副執行委員長）
宮城盛光（沖縄県北中城村議・元全軍労牧港支部）
山村ふさ（元日教組書記次長）
山本弘行（動労千葉を支援する会事務局長）
矢山有作（元衆議院議員）
李　東碩（広島大学総合科学研究科・准教授）
全金本山労働組合
全日本建設運輸連帯労働組合関西地区生コン支部
ジャック・ヘイマン（ＩＬＷＵローカル１０元執行委員）
シンディー・シーハン
韓国民主労総傘下の主要な連盟・労組の代表３２人

　
１
９
８
７
年
の
国
鉄
分
割
・
民
営

化
か
ら
29
年
。
国
鉄
１
０
４
７
名
解

雇
撤
回
闘
争
は
新
た
な
闘
い
を
始
め

ま
す
。

　
不
当
解
雇
撤
回
を
求
め
る
動
労
千

葉
鉄
建
公
団
訴
訟
で
昨
年
６
月
、
最

高
裁
判
所
は
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化

に
あ
た
っ
て
職
員
の
採
用
・
不
採
用

を
振
り
分
け
た
基
準
が
不
当
労
働
行

為
意
思
に
よ
っ
て
策
定
さ
れ
た
こ
と

を
認
定
し
ま
し
た
。

　
国
鉄
分
割
・
民
営
化
が
不
当
労
働

行
為
で
あ
っ
た
こ
と
を
初
め
て
裁
判

所
に
認
め
さ
せ
た
の
で
す
。し
か
も
、

そ
の
不
採
用
基
準
の
策
定
を
指
示
し

た
の
が
Ｊ
Ｒ
設
立
委
員
長
で
あ
っ
た

こ
と
も
暴
き
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
最
高
裁
決
定
に
よ
り
、
闘
い

は
再
び
Ｊ
Ｒ
に
対
し
て
法
的
責
任
を

追
及
し
、「
解
雇
撤
回
・
Ｊ
Ｒ
採
用
」

を
求
め
る
闘
い
に
到
達
し
ま
し
た
。

国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
闘
争
は

９
人
の
解
雇
を
１
９
８
７
年
に
遡
っ

て
採
用
せ
よ
」
と
申
し
入
れ
、
国
鉄

闘
争
全
国
運
動
は
１
０
４
７
名
の
解

雇
撤
回
・
Ｊ
Ｒ
採
用
を
求
め
る
署
名

運
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

民
営
化
と
の
闘
い

　「
戦
後
政
治
の
総
決
算
」
を
掲
げ

て
登
場
し
た
自
民
党
・
中
曽
根
政
権

が
強
行
し
た
国
鉄
分
割
・
民
営
化
に

よ
っ
て
職
員
40
万
人
の
う
ち
20
万
人

が
職
場
を
追
わ
れ
ま
し
た
。
前
代
未

聞
の
解
雇
攻
撃
で
し
た
。そ
れ
は〈
国

鉄
と
Ｊ
Ｒ
は
別
法
人
〉
と
い
う
理
屈

で
分
割
・
民
営
化
に
反
対
す
る
労
働

組
合
員
の
採
用
を
拒
否
す
る
徹
底
的

な
労
働
組
合
へ
の
攻
撃
で
し
た
。

　
日
本
に
お
け
る
新
自
由
主
義
の
始

ま
り
で
す
。
こ
れ
以
後
、
労
働
組
合

運
動
は
大
き
く
後
退
し
、
民
営
化
や

規
制
緩
和
に
よ
っ
て
多
く
の
労
働
者

が
非
正
規
雇
用
や
無
権
利
状
態
に
突

き
落
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
０
１
０
年
に
は
国
労
本
部
な
ど

４
者
４
団
体
が
、
解
雇
撤
回
も
不
当

労
働
行
為
の
謝
罪
も
な
い
ま
ま
政
治

和
解
し
、
闘
争
を
終
結
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
動
労
千
葉
と
国
鉄
闘
争

全
国
運
動
は
闘
い
を
継
続
し
、
つ
い

に
不
当
労
働
行
為
を
裁
判
所
に
明
確

に
認
め
さ
せ
た
の
で
す
。

　

闘
い
は
こ
れ
か
ら

　
本
当
に
多
く
の
人
び
と
の
ご
支
援

に
よ
っ
て
国
鉄
闘
争
は
こ
こ
ま
で
前

進
し
ま
し
た
。
心
か
ら
の
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
闘
い
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
新
た
な

国
鉄
闘
争
は
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化

以
降
、
同
じ
よ
う
な
解
雇
や
非
正
規

雇
用
化
が
吹
き
あ
れ
た
こ
と
を
社
会

的
に
暴
き
出
す
出
発
点
で
す
。
こ
の

闘
い
を
労
働
運
動
再
生
の
き
っ
か
け

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
中
曽
根
は
「
行
政
改
革
で

お
座
敷
を
き
れ
い
に
し
て
床
の
間
に

新
憲
法
を
安
置
す
る
」
と
憲
法
破
壊

を
宣
言
し
ま
し
た
。
安
倍
政
権
の
改

憲
と
労
働
政
策
の
大
転
換
は
、
中
曽

根
政
治
の
完
遂
を
狙
う
も
の
で
も
あ

り
ま
す
。
国
鉄
闘
争
と
労
働
運
動
の

復
権
は
、
改
憲
と
戦
争
を
止
め
る
決

定
的
な
闘
い
で
す
。

　
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
は
、
国
鉄
闘

争
を
先
頭
に
労
働
運
動
を
職
場
・
地

域
か
ら
再
び
甦
ら
せ
る
決
意
で
始

ま
っ
た
運
動
で
す
。

　
６
・
５
全
国
集
会
は
誰
で
も
参
加

で
き
る
集
会
で
す
。
改
め
て
国
鉄
闘

争
へ
の
ご
支
援
を
訴
え
、
６
・
５
集

会
へ
の
大
結
集
を
呼
び
か
け
ま
す
。

（
問
い
合
わ
せ
等
は
、
１
面
の
連
絡

先
に
お
願
い
し
ま
す
）

こ
れ
か
ら
が
本
番
で
す
。

　
動
労
千
葉
は
直
ち
に
「
最

高
裁
決
定
に
基
づ
き
組
合
員

不
当
労
働
行
為
を
認
め
さ
せ
た

ＪＲに法的責任あり！
 国鉄１０４７名
解雇撤回闘争 新たな闘いへ

新
署
名
運
動
ス
タ
ー
ト

最
高
裁
決
定
に
基
づ
き
解
雇
撤
回・
採
用
を

国
鉄
闘
争
は
改
憲
・
戦
争
を
阻
む
闘
い


